
なぜ今、省エネ・脱炭素が必要なの？

家庭のエネルギー、何にどれだけ使われている？

太陽光発電・蓄電池や電気自動車の導入には、町独自の補助制度が活用できます→ 詳しくは裏面へ

カーボンニュートラル

行　　　　動 効果の目安
❖ 使わない部屋の照明はこまめに消す 約 4.5%
❖ 暖房の設定温度を2℃下げる（重ね着・加湿で体感温度を調整） 約 2.7%
❖ 冷蔵庫は「強」→「中」に、詰め込みすぎない 約 1.5%
❖ テレビは省エネモードに設定し、見ない時は主電源オフ 約 1.0%
❖ エアコン・換気のフィルターを定期的に清掃する 約 0.8%
❖ 窓に厚手のカーテンをかけて熱の出入りを抑える 約 0.8%

出典：池田町温室効果ガス排出抑制実行計画（区域施策編）／池田町ゼロカーボンシティ宣言

出典：資源エネルギー庁「エネルギー白書2022」（世帯当たりエネルギー消費、2020年度実績）
割合の大きい「動力・照明」「給湯」「暖房」から取り組むと、効果的に省エネできます。

出典：資源エネルギー庁「冬季の省エネメニュー（ご家庭の皆様）」／効果は1日の家庭電力使用量に対する目安で、
地域・気候等により変動します。

発行：池田町／表面の内容は資源エネルギー庁等の公表資料に基づき作成しています（2026年7月時点）

2050年

はじめよう！省エネ・脱炭素
くらしのちょっとした見直しが、家計にも地球にもやさしい未来をつくります

気候変動対策への関心の高まりやエネルギー価格の変動により、家庭でのエネルギーを無駄なく効率的に
使うことの大切さが増しています。池田町は2050年カーボンニュートラルを目指す「ゼロカーボンシティ」を
宣言し、2030年度に温室効果ガスを2013年度比48％以上削減する目標を掲げています。

統一省エネラベルを見る
買い替え時は★の数と年間目安エネ
ルギー料金をチェック。長く使うほど
差が出ます。

窓の断熱で効果アップ
断熱シートやハニカムスクリーンな
ど、手軽な対策でも冷暖房効率が高
まります。

高効率給湯器へ更新
エコキュート等は給湯省エネ事業
（国の補助金制度）活用でお得に更
新できます。

■ 動力・照明他　34.0％
■ 給湯　27.8%
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今日からできる省エネ行動

省エネ改修・設備投資のポイント
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▲48%以上
温室効果ガス削減（2013年度比）



住宅用太陽光発電システム等設置補助金

対　　象　　者

発行：池田町／令和8年度版

※ 上記は制度の概要をまとめたものです。対象要件・必要書類・手続き等の詳細は、各補助金交付要綱を必ずご確認ください。
要綱は改正される場合があります。

対象要件・補助率など詳細は、各補助金交付要綱をご確認ください。
池田町では、ゼロカーボンシティの実現に向けて、太陽光発電・蓄電池や電気自動車等の導入を支援する補助
制度を実施しています。

町内に住民登録があり、対象住宅（新築を除く）に居住する所有者。町税・使用料等の滞納がない
こと等

対　　象　　者 町内に住所・事務所又は事業所を有する個人・法人（国、独立行政法人、地方公共団体等は除く）。
町税に未納がないこと

対  象   車   両 電気自動車又はプラグインハイブリッド自動車。国の「クリーンエネルギー自動車導入促進補助
金」等の交付を受けたもの。内燃機関車からの乗換え又は新規購入 ※リース契約は対象外

補助額（上限）

電気自動車（普通・小型）：150万円／電気自動車（軽）・PHEV：80万円
※上限額又は補助対象経費の1/3のいずれか低い額から、国補助金額を控除した額

加  算   措   置 災害時連携協定を締結した町内事業者が外部給電機能付き車両を導入する場合、上限額を
200万円／120万円に引き上げ

台  数   上   限 補助対象者1人（1事業者）につき1台

申  請   期   間 毎年12月1日～12月31日（閉庁日）。予算超過時は公開抽選等により交付対象者を決定

対  象   設   備 太陽光発電システム（出力10kW未満・余剰配線・電力系統連系・JET認証相当・未使用品）
蓄電池（蓄電容量17.76kWh未満のリチウム蓄電池、常時発電システムと接続）

補助対象経費 太陽電池モジュール、架台、接続箱、蓄電池部、電力変換装置、配線・据付工事費等（既存設備
の撤去費を除く）

補助率・上限額 対象経費（税抜）の1/2、上限30万円
※町内事業者が施工した場合は10万円を加算

主な留意事項 ZEH補助等との重複交付不可／過去にこの補助金の交付を受けていないこと等

☎ 015-572-3114（受付時間：平日8:45～17:30）

池田町脱炭素・省エネ関連補助金制度のご案内

太陽光発電・蓄電池の導入を支援

電動車導入支援補助金
電気自動車・PHEVの導入を支援

「国補助127万円を受けて500万円のEV（普通車）を購入した」場合、
・要綱上限の計算：500万円×1／3＝166万円（＞要綱上限150万円）
・補助金額の計算：150万円ー127万円＝23万円

池田町役場　町民課 環境住宅係
■お問い合わせ


